≪H20・2・12：栗山町議会（上川支庁管内）が視察で来町≫


　橋場議長さんをはじめ議員13名、事務局2名の計15名で視察に来ていただきました。平成17年7月に続き2回目の来町です。今回は、「議会だよりの発行とホームページの作成」「議会改革の取り組み」をテーマにした、議会運営委員会、議会広報特別委員会が主体の視察調査でした。

　伊達議運委員長さんから冒頭挨拶の後、「時間も充分あり、折角の機会ですから一人一回はかならず質問するように」との話から始まり予定時間を越える熱心な視察でした。事前に資料を見てしっかり調べてきたと思える質問も多く、対応した福島の議員も逆に勉強になったのではと思います。

　全国で最初に「議会基本条例」を制定し、地方議会の模範となっている栗山町議会は、さすがにレベルが違うと言った感じでした。栗山町議会には、福島町議会、西部四町議員協議会としても視察でお世話になっておりますし、情報交換、事務的な交流もさせていただいております。これからも栗山町議会を目標に改革を進めようとの思いを新たにする事ができました。

　議会が総合開発計画の対案を示し審議会と議論をし、結果として議会の考えを答申に反映することにつながったと言う、「議会と住民の協働」の模範となる栗山町議会の事例が紹介されましたので是非見てください。
→議決事件に議会が責任を持つとは≪総合計画案を提案する栗山町議会の挑戦≫
　　　　　　　　山梨学院大学法学部　江藤俊昭教授（地方議会人・2008年2月号）
